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《
事
業
計
画
》

１　

公
益
事
業

（
１
）
奨
学
資
金
の
給
付

　

①　

対
象　

社
会
の
た
め
に
有
為
な
人

　
　
　

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
　
　

て
、
都
内
の
高
等
学
校
に
在
学
す

　
　
　

る
区
民
で
、
成
績
優
秀
、
心
身
健

　
　
　

全
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ

　
　
　

り
就
学
困
難
な
生
徒

　

②　

奨
学
資
金 

月
額
１
１
、０
０
０
円

（
２
）
学
習
及
び
研
究
奨
励

　
　
　

区
立
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
へ

　
　
　

の
助
成

（
３
）
教
育
功
労
者
の
表
彰

　
　
　

対
象　

区
内
学
校
教
育
・
社
会
教

　
　
　

育
功
労
者
、
本
会
育
成
功
労
者

（
４
）
会
報
の
発
行

　
　
　

教
育
振
興
会
の
広
報
誌
「
会
報
」

　
　
　

を
年
４
回
発
行
。
維
持
会
員
、

　
　
　

小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
団
体
、

　
　
　

そ
の
他
の
団
体
等
へ
配
布
。

（
５
）
史
跡
め
ぐ
り
の
開
催

　

①　

実
施　

年
４
回
実
施
予
定

　

②　

対
象　

維
持
会
員
、
一
般
区
民

（
６
）
中
野
区
検
定
事
業
の
実
施

（
７
）
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

２　

収
益
事
業

（
１
）
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理

　

①　

教
育
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

　

②　

教
科
書
・
教
育
資
料
室
の
整
備

《
収
支
予
算
》

　

一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

経
常
増
減
の
部

１ 

経
常
収
益  　

８
、３
１
３
、０
０
０
円

・
基
本
財
産
運
用
収
益

　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
０
、０
０
０
円

・
受
取
会
費　
　

１
、４
０
０
、０
０
０
円

・
受
取
補
助
金
等
２
、０
０
０
、０
０
０
円

・
事
業
収
益　
　

３
、９
０
５
、０
０
０
円

・
受
取
寄
付
金　
　

１
０
１
、０
０
０
円

・
一
般
給
付
賛
助
金
４
９
６
、０
０
０
円

（
東
京
中
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
他
）

・
雑
収
益　
　
　
　

 　

５
１
、０
０
０
円

２ 

経
常
費
用  

１
１
、９
２
５
、０
０
０
円

・
事
業
費　
　

１
１
、７
７
８
、０
０
０
円

・
管
理
費　
　
　
　

 

１
４
７
、０
０
０
円

令
和
３（
2
0
2
1
）年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
決
定

令
和
３（
２
０
２
１
）年
２
月
理
事
会
・
３
月
評
議
員
会

　

昨
年
12
月
６
日
に
実
施
し
ま
し
た
第
７

回
中
野
区
検
定
の
結
果
、
一
般
の
部
受
検

者
27
名
の
う
ち
、
５
名
の
皆
様
が
「
も
の

し
り
博
士
」
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

「
も
の
し
り
博
士
」
の
認
定
授
与
式
は
、

１
月
15
日
午
後
、
中
野
区

役
所
で
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

授
与
式
に
は
、
中
野
区

及
び
中
野
区
教
育
委
員
会

が
後
援
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
来
賓
と
し
て
酒
井
区

長
、高
橋
議
長
、入
野
教
育

長
に
ご
臨
席
賜
り
、
区
長
、

議
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　

第
１
回
目
の
「
も
の
し

り
博
士
」
で
も
あ
る
区
長
か
ら
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
、
中
野
区
検
定
を
受

検
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
中
野
区
愛
が
強

い
方
々
で
あ
り
、そ
し
て
、「
も
の
し
り
博

士
」
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
感
服
い
た
し
ま

す
。
検
定
を
受
け
ら
れ
、
中
野
区
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
区
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
区
が
よ
く
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も

区
政
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
検
定
事
業
の
意
義

と
今
後
の
継
続
発
展
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

森
本
中
野
区
検
定
委
員
長
か
ら
は
、

「
問
題
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
中
野
区

の
歴
史
や
新
た
な
事
柄
を

知
っ
て
欲
し
い
の
で
、
過

去
問
も
取
り
入
れ
な
が
ら

問
題
が
偏
ら
な
い
よ
う
に

出
題
し
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
永
見
会
長
か

ら
、
「
も
の
し
り
博
士
に

な
ら
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
野

区
検
定
も
７
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
例
年
な
ら
ば
60

人
程
度
の
方
が
受
検
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
今
年
度
少
数
な
の
は
致
し

方
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
野
区
の
み
な
ら
ず
他
の
区
や
市
か
ら
も

受
検
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
『
も
の
し
り
博
士
』
は
、
合
計

45
名
と
な
り
ま
し
た
。
検
定
は
、
中
野
の

歴
史
・
文
化
・
観
光
・
行
政
の
事
を
知
っ

て
い
た
だ
き
中
野
の
良
さ
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。」
と
挨
拶
が
有
り
ま
し
た
。

中
野
の
　
　
も
の
し
り
博
士
認
定
授
与
式

　
　
　
　
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！


